
平成２８年第１０回狭山市定例教育委員会会議録 

 

開 催 日 時   平成２８年１０月２０日（木） 

          午後２時から午後３時１０分まで 

 

開 催 場 所   市役所 ５階 教育委員会室 

 

出  席  者   教   育   長    向 野 康 雄 

教育長職務代理者    吉 川 明 彦 

委  員    荒 川 和 子 

委  員    橋 本 秀  樹 

委  員    宮 﨑 英 子 

 

欠  席  者   な し 

 

委員及び傍聴人を除くほか、議場に出席した者の氏名 

 

生涯学習部長  小 澤 一 巳       次長兼教育総務課長  滝 嶋 正 司 

社会教育課長   大 寺 宏 之     中央公民館長  田 中 肇 夫 

スポーツ振興課長  栗 原 和 昭 

学校教育部長   井 堀 広 幸     参事兼教育指導課長  和 田 雅 士 

学 務 課 長  奥 野 高 雄     書    記    中 山 昭 夫 

 

傍 聴 者 数  ０名 

 

報告事項 

・平成２８年度博物館夏期企画展の開催結果について 

報告者（社会教育課長） 

（要旨） 

企画展「ドキドキ昆虫冒険展」を、７月１６日（土）から９月２５日（日）

までの休館日を除く６３日間開催した。入館者数については、１０，２１９人

で１日平均１６２人であった。関連事業として「夏のまいまい体験講座」参加

者数７，２４４人など５事業を行った旨の報告がなされた。 

 

 ・平成２８年度博物館「アケボノゾウ展」開催について 

                           報告者（社会教育課長） 

（要旨） 

    「アケボノゾウ展」は、開館２５周年記念の企画で、指定管理者と社会教育

課の共催による企画である。開催期間は、１１月１日（火）から１１月２７日

（日）の２３日間である。展示内容としては、３ＤやＡＲ、ＩＣ等を活用して



実際に見て、さわって、聞いての体感できる企画としている。関連事業として、

「すてごのぞう」という演劇の上演、その他２事業を行う旨の報告がなされた。 

 

・公民館の夜間開館時間の変更について（試行） 

                            報告者（中央公民館長） 

（要旨） 

    公民館の開館時間については、狭山市立公民館条例第６条の規定により火曜

日から土曜日にあっては、午前９時から午後１０時までとなっている。午後５

時以降の職員の勤務時間外については、管理を業務委託しているが、平成２７

年度の実績において、５時以降の年間延べ開館日２，２７４日のうち約１５％

に当たる３３９日は利用者がなく、また、７％にあたる１４９日は問い合わせ

も来館者もいない状況であることから、費用対効果等の観点から検討した結果、

公民館条例第６条但し書きの規定に基づき、平成２９年１月５日利用分から夜

間利用区分の利用予約がない日に限り、開館時間を午後５時までとする。開館

時間を午後５時までと判断する時期については、原則として、予約抽選が終わ

った利用予定日の属する月の２カ月前、例えば１月分については１１月３０日

の時点で判断する。利用者に不便、支障をきたさないように周知については、

毎月定例的に実施していく旨の報告がなされた。 

 

・吉野弘遺作展の開催について 

                            報告者（中央公民館長） 

（要旨） 

    吉野弘氏は、３５年という長い時間を狭山で過ごし、２年前に他界しており、

その遺作展を１１月１１日（金）から１１月１７日（木）まで狭山市民交流セ

ンターを会場に開催する。会期中のイベントについては、１１月１２日（土）

に講演会「吉野弘がつたえたかったこと」というテーマで、詩人和合亮一氏に

お願いしている。また、１３日（日）については、入間野中学校、さやま・川

の街合唱団による歌と朗読の場を設ける。なお、入間野中学校の校歌について

は、吉野弘氏が作詞をしている。同時開催として、狭山市立中央図書館で「吉

野弘著作展示コーナー」を行っている旨の報告がなされた。 

 

・各種審議会等における会議結果概要について 

                            報告者（教育指導課長） 

（要旨） 

    平成２８年度第１回狭山市いじめ問題対策連絡協議会の開催結果について、

その概要の報告がなされた。 

教育委員からの質疑等では、最近もひどいいじめの結末が報道され、身が引

き締まるような思いをしたが、実態はなかなか分らない。そうした中で、さや

まっ子相談員は、中間的な立場で生徒の気持ちを聞いていると思うが、そうい

ったところでの数字的なデータ、相談員たちの感想や実態把握の状況などは、



以  上 

 

この会議に反映されているのかとの質疑に、今回の会議については、生徒指導

全般のデータについては提示したが、さやまっ子相談員に係るものについては、

提示していないので、次回は是非相談員の声が反映できるような資料提示をし

ていきたい旨の答弁がなされた。 

 

・狭山市教育委員会後援名義の使用行事一覧について 

報告者（社会教育課長） 

（教育指導課長） 

（ス ポ ー ツ 振 興 課 長 ） 

（要旨） 

社会教育課関係８件、教育指導課関係２件及びスポーツ振興課関係２件の申

請があり、審査の結果、使用許可を行った旨の報告がなされた。 

 

その他 

報告者（中央公民館長） 

（要旨） 

現在、市民交流センターのコミュニティホールで狭山市美術家協会展と６月

に開催された県展の入選者の作品展を合同で開催している。絵画、彫刻、工芸、

書、写真など５３点が展示されている旨の報告がなされた。 

 

 

議   案 

 

議案第３２号 平成２９年度当初市立幼稚園教諭人事異動の方針について 

 

平成２９年度の市立幼稚園教諭について、人事異動の方針を定めるため、提案が

なされたものである。 

 

教育委員からの質疑等では、現在の幼稚園教諭の数はとの質疑に、現在、本採用

教諭が１０名で臨時教諭が８名の合計１８名の体制で運営している。幼稚園ごとの

配置については、入間川幼稚園が本採用教諭５名、臨時教諭５名であり、水富幼稚

園が本採用教諭５名、臨時教諭３名である旨の答弁がなされた。そのうち特別支援

対応として入っている教諭はいるかとの質疑に、臨時教諭が各クラスに１名ずつ特

別支援担当として入り、本採用教諭各園１名ずつが、コーディネーターとして特別

支援に当たる体制である旨の答弁がなされた。幼稚園の活性化や新しい人材を育て

る意味で、今後の採用についての考えはとの質疑に、現在、正規の教諭の平均年齢

は４９．４歳ということで、年齢的に高くなっており、年代も固まってしまってい

るので、今年度、新規に教諭の募集をしている旨の答弁がなされた。 

 

議案第３２号については、原案可決した。 


